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定期大会で消防協加盟を決定

アンケート集約を行なう後志地本

時間外職場集会を行い春闘方針を議論＝苫小牧市職労
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JICHIRO スケジュール

３日㈮　�人事院北海道事務局長交渉
　　　　（札幌市）
４日㈯　�3.8国際女性デー北海道集会
　　　　（札幌市・自治労会館）
９日㈭　�2017春季生活闘争勝利！全道総

決起集会（札幌市・市民ホール）
11日㈯　�原発事故から６年フクシマを忘れ

ない！さよなら原発北海道集会
　　　　（札幌市・共済ホール）
11日㈯　�自治労全道病院集会
　　　　（札幌市・自治労会館）

３月

ユーザー名：minnade
パスワード：danketsu2013

道本部ホームページ

組合員専用ページは自治労北海道

忙中余話
タ
ビ
ュ
ー
。
分
割
し
て
別
会
社

に
な
り
株
主
フ
ァ
ー
ス
ト
の
経

営
を
し
て
い
る
民
間
企
業
が
、

不
採
算
部
門
を
抱
え
る
わ
け
が

な
い
。
し
か
し
三
〇
年
前
の
た

た
か
い
を
知
る
オ
ヤ
ジ
の
酔
席

で
は
、「
こ
の
際
、
全
国
一
社
に

戻
せ
！
」
と
か
「
せ
め
て
東
日

本
と
合
併
だ
」
と
盛
り
上
が
る
。

地
域
や
国
民
を
大
事
に
し
な
い

政
治
は
つ
く
づ
く
罪
深
い
。
土

台
が
無
理
な
話
だ
、
広
域
分

散
・
積
雪
寒
冷
の
北
海
道
で
鉄

道
網
を
自
前
で
維
持
な
ん
て
。

国
鉄
分
割
・
民
営
を
や
っ
た
奴

ら
を
放
免
す
る
な
！
い
ざ
オ
ー

ル
北
海
道
で
国
に
攻
め
上
が

れ
！
と
、
酔
っ
払
い
オ
ヤ
ジ
は

立
ち
上
が
る
。
が
、そ
こ
に
「
Ｊ

Ｒ
北
海
道
に
は
さ
ら
な
る
コ
ス

ト
削
減
、
経
営
改
善
を
求
め
た

い
」
と
我
が
知
事
様
の
コ
メ
ン

ト
…
。
あ
ー
あ
、
こ
ち
ら
も
負

け
ず
に
罪
深
い
。（
北
酒
場
）

　

線
路
の
半
分
を

廃
止
し
た
い
と
Ｊ

Ｒ
北
海
道
。
東
日

本
の
社
長
は
、
役

員
や
技
術
開
発
な

ど
の
協
力
は
す
る

が
財
政
支
援
は
困

難
と
、
道
新
イ
ン

　

政
府
は
、
共
謀
罪
に
関
し
、

一
般
の
方
は
対
象
に
な
ら
ず
、

以
前
の
共
謀
罪
と
は
全
く
別
の

も
の
と
断
言
し
て
い
る
。
し
か

し
、
そ
の
理
由
を
問
う
と
答
弁

は
で
き
な
い
と
い
う
。
政
府
に

と
っ
て
都
合
の
良
い
こ
と
は
勝

手
に
言
い
ふ
ら
し
、
都
合
の
悪

い
こ
と
は
答
弁
し
な
い
。
こ
の

共
謀
罪
に
対
す
る
対
応
に
、
安

倍
政
権
の
本
質
が
現
れ
る
。

　

現
在
政
府
が
提
案
中
の
来
年

度
の
地
方
財
政
は
、
繰
越
財
源

が
な
い
上
、
国
税
収
入
が
減
り
、

地
方
の
借
金
で
あ
る
臨
財
債
が

増
え
る
内
容
で
あ
り
、
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
が
全
く
う
ま
く
い
っ
て

い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
。

　

イ
メ
ー
ジ
を
先
行
さ
せ
、
国

民
に
虚
構
を
振
り
ま
い
て
来
た

安
倍
政
権
の
限
界
が
見
え
る
。

おおさか
誠二の
ひとりご

と

す
と
と
も
に
、
雇
用
安
定
を
含

め
た
運
動
を
す
す
め
る
。

　

ま
た
、
過
重
労
働
解
消
に
向

け
、
時
間
外
労
働
や
休
日
出
勤

な
ど
の
実
態
把
握
を
行
い
、
当

局
側
に
業
務
効
率
や
軽
減
策
を

検
討
・
実
施
さ
せ
る
な
ど
使
用

者
責
任
を
追
及
し
、
業
務
量
に

見
合
う
人
員
配
置
や
長
時
間
労

働
の
是
正
に
向
け
取
り
組
む
。

　

３
月
６
日
の
回
答
指
定
日
以

降
、
全
道
で
交
渉
が
繰
り
広
げ

ら
れ
る
。
組
合
員
と
し
っ
か
り

向
き
合
い
、
要
求
実
現
・
組
織

強
化
に
向
け
取
り
組
み
を
強
化

し
よ
う
。

議
会
へ
の
加
盟
を
決
定
し
た
。

足
寄
消
防
研
究
会
は
２
０
１
０

年
11
月
に
足
寄
町
職
労
、
釧
路

地
方
ブ
ロ
ッ
ク
消
防
協
の
協
力

に
よ
り
発
足
し
、
職
場
環
境
の

改
善
や
よ
り
良
い
消
防
行
政
に

向
け
た
学
習
と
職
員
協
議
を
行

っ
て
き
た
。

　

当
時
、
消
防
協
へ
の
加
盟
を

見
送
っ
て
き
た
も
の
の
、
２
０

１
６
年
４
月
よ
り
「
と
か
ち
広

域
消
防
組
合
」
と
し
て
十
勝
管

内
の
消
防
職
場
が
一
本
化
さ
れ

た
こ
と
も
あ
り
、
今
後
は
消
防

業
務
の
み
な
ら
ず
職
員
の
処
遇

や
身
分
な
ど
不
明
な
状
態
を
解

消
し
て
い
く
た
め
に
全
国
・
全

道
の
消
防
職
員
と
の
交
流
・
学

習
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
協

議
会
へ
の
加
盟
を
確
認
し
た
。

　

２
月
21
日
、
足
寄
消
防
研
究

会
が
２
０
１
７
年
度
定
期
大
会

を
開
催
し
、
全
国
消
防
職
員
協

す
る
た
め
、
各
単
組
が
足
並
み

を
そ
ろ
え
、
春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト

を
も
と
に
確
立
し
た
１
万
１
０

０
０
円
の
要
求
額
を
掲
げ
、
春

闘
を
年
間
賃
金
闘
争
サ
イ
ク
ル

の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
取
り
組
み

を
展
開
す
る
。
臨
時
・
非
常
勤

等
職
員
や
外
注
先
・
民
間
委
託

先
の
労
働
条
件
に
つ
い
て
は
、

均
等
待
遇
の
考
え
方
を
基
本

に
、
自
治
体
関
連
職
場
に
働
く

す
べ
て
の
人
に
適
用
さ
れ
る

「
自
治
体
最
低
賃
金
」
を
確
立

し
、
月
給
15
万
５
８
０
０
円
、

日
給
７
７
９
０
円
、
時
給
１
０

０
０
円
以
上
の
確
保
を
打
ち
出

的
見
直
し
」
同
様
、
地
方
公
務

員
給
与
の
低
位
平
準
化
・
自
治

体
賃
金
の
地
域
間
格
差
が
進
ん

で
い
る
。
道
本
部
は
、
地
方
公

務
員
賃
金
水
準
を
回
復
・
改
善

決
定
し
た
。
道
内
の
批
准
率

は
、
昨
年
に
比
べ
、
１
・
２
ポ

イ
ン
ト
ア
ッ
プ
し
76
・
13
％
と

な
り
、全
国
平
均
を
上
回
っ
た
。

　

当
面
、
３
月
17
日
を
全
国
統

一
行
動
日
と
し
、
前
進
回
答
を

引
き
出
す
こ
と
を
め
ざ
す
。

立
す
る
批
准
投
票
を
実
施
し

た
。
そ
の
結
果
、
76
・
09
％
の

批
准
率
で
闘
争
指
令
権
が
確
立

さ
れ
、
闘
争
指
令
権
を
中
央
闘

争
委
員
会
に
委
譲
す
る
こ
と
を

　

自
治
労
は
、
２
月
８
～
15
日

を
ゾ
ー
ン
と
し
て
、
全
単
組
で

「
年
間
を
通
し
て
一
波
に
つ
き

２
時
間
を
上
限
と
し
た
ス
ト
ラ

イ
キ
を
含
む
闘
争
体
制
」
を
確

　

２
０
１
５
年
の
人
勧
に
お
け

る
地
域
手
当
へ
の
配
分
に
引
き

続
き
、
昨
年
も
地
方
公
務
員
に

は
な
い
本
府
省
業
務
調
整
手
当

に
配
分
し
、「
給
与
制
度
の
総
合

今
春
闘
は
、「
賃
金
の
改
善
」「
地
方
財
政
の
確
立
」「
よ
り
よ
い

地
域
医
療
・
福
祉
の
充
実
」「
格
差
是
正
と
公
正
な
ワ
ー
ク
ル

ー
ル
の
確
立
」
の
４
点
を
重
点
課
題
に
、
２
月
24
日
を
集
中

提
出
日
と
し
、
既
に
要
求
書
が
提
出
さ
れ
、
３
月
７
～
16
日

を
重
点
交
渉
期
間
に
、
３
月
17
日
を
対
自
治
体
闘
争
統
一
行

動
日
に
設
定
し
、精
力
的
に
交
渉
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

北
海
道
、全
国
平
均
上
回
る

批准率スト

76.09％
闘争体制確立

３
月
17
日
を
統
一
行
動
日
に

要
求
実
現
に
む
け
交
渉
開
始

全国消防協に加盟 足
寄

消　

防

研
究
会

2017国民春闘日程
３月６日　回答指定日
３月９日　�春季生活闘争勝利！

全道総決起集会
３月７～16日　重点交渉期間
３月17日　�対自治体闘争統一行

動日
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２
月
17
日
、
東
京
都
・
よ
み

う
り
ホ
ー
ル
で
「
第
38
回
全
国

町
村
職
総
決
起
集
会
」
が
開
か

れ
、
47
県
本
部
・
７
５
７
人
、

北
海
道
か
ら
１
４
３
人
（
う
ち

女
性
30
人
）
が
参
加
し
た
。

　

山
木
・
全
国
町
村
評
議
長

は
、
賃
金
闘
争
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
「
自
分
た
ち
の
賃
金
や

労
働
条
件
な
ど
が
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
、
学
習
や
議
論
を
重

ね
課
題
化
す
る
こ
と
で
、
春
闘

期
の
統
一
要
求
や
単
組
で
の
独

自
要
求
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

取
り
組
め
な
い
理
由
で
は
な

２
月
に
開
催
し
た
道
本
部
第
１
２
４
回
中
央
委
員
会
で
、
３
月
17
日
を
対
自
治
体
闘
争
統
一
闘

争
日
と
す
る
春
闘
方
針
を
決
定
し
た
以
降
、
具
体
的
な
取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。
単

組
段
階
で
は
、
職
場
集
会
や
全
体
集
会
を
開
催
す
る
な
ど
要
求
を
掘
り
起
こ
し
、
組
合
員
の
声

が
集
約
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
多
く
の
単
組
で
学
習
会
が
開
催
さ
れ
春
闘
の
意
義
や
た
た
か
う

意
思
統
一
が
は
か
ら
れ
る
な
ど
、
多
く
の
組
合
員
が
春
闘
に
結
集
し
て
い
る
。
今
後
、
単
組
・

中
央
段
階
で
の
交
渉
が
配
置
さ
れ
て
い
く
が
、
全
国
統
一
闘
争
に
結
集
し
、
取
り
組
み
を
強
化

し
て
い
こ
う
。

く
、
ど
う
し
た
ら
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
解
決
に
つ
な
が
る
の

か
を
組
合
員
と
向
き
合
い
運
動

を
構
築
し
よ
う
」
と
訴
え
た
。

　

川
本
中
央
執
行
委
員
長
は

「
２
０
１
７
春
闘
が
ス
タ
ー
ト

し
た
。
経
団
連
は
年
収
ベ
ー
ス

で
の
引
上
げ
、
連
合
は
月
例
賃

金
を
引
上
げ
る
べ
き
と
論
争
し

て
い
る
。
ま
た
、
働
き
方
改
革

に
伴
う
長
時
間
労
働
の
是
正
議

論
が
経
営
者
側
の
都
合
の
良
い

議
論
で
展
開
さ
れ
て
い
る
」
と

情
勢
を
延
べ
た
う
え
で
、「
１
年

間
の
賃
金
闘
争
の
ス
タ
ー
ト
が

春
闘
で
あ
り
、
全
単
組
が
要
求

書
提
出
・
交
渉
し
て
い
く
こ
と

を
徹
底
し
１
年
間
た
た
か
い
抜

こ
う
」
と
述
べ
た
。

　

そ
の
後
、
徳
永
・
自
治
労
本

部
労
働
局
長
が
「
お
か
し
さ
に

気
づ
き
、
い
か
に
正
す
か
」

と
題
し
て
講
演
し
、「『
お
か
し

さ
』
を
『
怒
り
』
に
変
え
て
各

種
闘
争
を
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
、
運
動
は
前
進
し
な
い
」
と

問
題
提
起
が
あ
っ
た
。

　

集
会
終
了
後
、「
町
村
職
員
の

賃
金
格
差
是
正
」な
ど
を
訴
え
、

デ
モ
行
進
お
よ
び
国
会
請
願
行

動
を
実
施
し
た
。

　

奈
良
県
本
部
平
群
町
職
の
闘

争
経
過
報
告
を
聞
き
、
普
段
か

ら
の
交
流
や
学
習
の
重
要
性
、

単
組
の
組
織
強
化
が
大
切
だ
と

感
じ
た
。
デ
モ
行
進
と
国
会
請

願
行
動
で
は
、
組
合
員
や
国
会

議
員
の
方
々
と
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ

ー
ル
を
起
こ
し
た
こ
と
で
、
よ

り
強
い
結
束
力
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
、
大
変
良
い
経
験
に
な

っ
た
。
集
会
に
参
加
で
き
勉
強

で
き
た
こ
と
に
対
し
職
場
の
仲

間
に
感
謝
す
る
。

　

非
常
に
大
勢
の
仲
間
た
ち
が

一
堂
に
会
し
、
と
も
に
行
動
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
組
合
の
強

い
団
結
力
や
強
い
思
い
を
肌
で

■
強
い
思
い
肌
で
感
じ
る

■
学
習
・
交
流
が
大
切

感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、

組
合
活
動
の
意
義
に
つ
い
て
も

更
に
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
、
と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
。

同
じ
志
を
持
つ
仲
間
た
ち
と
今

後
も
と
も
に
団
結
し
て
た
た
か

っ
て
い
く
。

　

２
月
４
日
、
登
別
市
で
、
連

合
胆
振
地
協
２
０
１
７
春
季
生

活
闘
争
討
論
集
会
が
開
か
れ
、

76
人
が
参
加
し
た
。

　

集
会
は
、
連
合
北
海
道
よ
り

春
季
生
活
闘
争
を
め
ぐ
る
情
勢

と
方
針
に
つ
い
て
「
働
く
こ
と

を
軸
と
す
る
安
心
社
会
の
実
現

に
向
け
て
、
今
春
闘
を
た
た
か

　

道
本
部
は
、
２
月
23
日
、
北

海
道
、市
長
会
、
町
村
会
へ
「
自

治
体
労
働
者
の
賃
金
・
労
働
条

件
に
関
す
る
重
点
要
求
書
」
と

「
男
女
平
等
社
会
お
よ
び
職
場

に
お
け
る
男
女
平
等
の
実
現
に

関
す
る
統
一
要
求
書
」
を
提
出

し
た
。

　

提
出
に
あ
た
り
、
道
本
部
和

田
副
委
員
長
は
「
今
春
闘
は

『
地
域
医
療
・
福
祉
の
充
実
』

を
重
点
課
題
に
加
え
て
い
る
」

と
し
対
応
を
求
め
た
う
え
で
、

「
人
事
院
は
昨
年
、
３
年
連
続

の
給
料
表
や
一
時
金
の
増
額
改

定
勧
告
を
行
っ
た
が
、
一
昨
年

に
引
き
続
き
、
地
方
公
務
員
に

は
な
い
手
当
に
配
分
し
、『
給
与

制
度
の
総
合
的
見
直
し
』
と
同

様
、
地
方
公
務
員
給
与
の
低
位

平
準
化
・
自
治
体
賃
金
の
地
域

間
格
差
が
進
ん
で
い
る
。
さ
ら

に
、
総
務
省
は
、
勧
告
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
『
国
に
先
ん
じ

て
給
与
改
正
を
行
う
べ
き
で
は

な
い
』
と
し
た
通
知
を
出
す
な

ど
、
自
治
体
の
自
主
性
と
労
使

交
渉
に
よ
る
賃
金
決
定
を
阻
害

す
る
」
と
指
摘
し
た
。
ま
た
、

「
働
き
方
改
革
」
に
つ
い
て

「
働
き
や
す
い
環
境
を
つ
く
る

制
度
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

長
時
間
労
働
が
問
題
と
な
っ
て

い
る
が
、
自
治
体
も
同
様
で
あ

る
。
業
務
量
に
見
合
っ
た
人
員

配
置
・
管
理
職
の
時
間
管
理
・

責
任
が
問
わ
れ
る
」
と
し
、
非

正
規
の
処
遇
改
善
な
ど
も
含
め

適
切
な
助
言
を
求
め
た
。

お
う
」
と
提
起
が
あ
っ
た
。

　

産
別
報
告
で
は
、
北
海
道
旅

客
鉄
道
労
働
組
合
よ
り
Ｊ
Ｒ
北

海
道
が
抱
え
る
、
維
持
困
難
な

線
区
に
つ
い
て
の
現
状
報
告
。

全
開
発
労
働
組
合
か
ら
春
闘
に

向
け
て
の
決
意
表
明
が
あ
り
、

す
べ
て
の
働
く
者
の
賃
金
の

「
底
上
げ
・
底
支
え
」「
格
差
是

正
」を
取
り
組
み
、

４
年
連
続
の
賃
上

げ
の
実
現
と
中
小

企
業
労
働
者
や
非

正
規
労
働
者
の
処

遇
改
善
、
長
時
間

労
働
撲
滅
な
ど
働

き
方
の
見
直
し
を

進
め
、
地
域
か
ら

た
た
か
い
を
つ
く

り
上
げ
、
要
求
実

現
に
向
け
取
り
組

み
を
強
化
す
る
こ

と
を
確
認
し
た
。

国会請願行動を実施し賃金格差是正を訴える

道市町村課に要求趣旨を説明 全国町村評議長を担う山木道本部財政局長

働くことを軸とする安心社会をめざす

七飯町労連
中野翔太さん

様似町職
樋口葵惟さん要求書を提出＝和田副委員長（右）

「要求実現」に向け取り組み進む
2017春闘

地
域
か
ら
た
た
か
い
つ
く
る

参
加
者
の
声

長
時
間
労
働
の
是
正
求
め
る

道、市長会、町村会

道本部が要求書を提出

賃
金
格
差
是
正
訴
え
る

町

村

職

決
起
集
会

連
合
胆
振
・
春
季
生
活
闘
争
討
論
集
会
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組
合
員
が
春
闘
に
結
集

後
志
地
本
14
単
組
で

学
習
会

　

後
志
地
本
で
は
今
春
闘
期
、

一
人
で
も
多
く
の
組
合
員
が
春

闘
に
結
集
し
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
に
、
全
単
組
に
対
し
て
学

習
会
の
開
催
を
呼
び
か
け
、
14

単
組
が
実
施
す
る
。
そ
の
一
環

と
し
て
、
２
月
14
日
、
共
和
町

職
で
、
道
本
部
大
出
執
行
委
員

長
を
講
師
に
、
春
闘
に
関
す
る

学
習
会
を
開
き
、
43
人
（
う
ち

女
性
16
人
）
が
参
加
し
た
。

　

大
出
委
員
長
は
、「
２
０
１
７

国
民
春
闘
の
概
要
」「
自
治
労
共

済
の
メ
リ
ッ
ト
」「
人
事
評
価
の

現
状
と
問
題
点
」
等
に
つ
い
て

述
べ
た
う
え
で
、「
組
織
は
運
動

で
強
化
さ
れ
る
。
た
た
か
い
を

組
織
し
な
け
れ
ば
組
合
員
の
信

頼
も
結
集
も
は
か
れ
な
い
。
組

合
員
そ
れ
ぞ
れ
の
声
を
執
行
部

に
届
け
、
人
勧
期
、
確
定
期
の

た
た
か
い
に
繋
げ
賃
金
・
職
場

改
善
を
は
か
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
に
も
一
人
ひ
と
り
が

春
闘
に
結
集
し
取
り
組
み
を
強

化
し
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
た
。

春
闘
か
ら

�

組
織
強
化
を

　

２
月
15
日
、
新
ひ
だ
か
町
職

が
、
執
行
部
・
青
年
部
を
対
象

に
単
組
の
組
織
強
化
を
ど
う
進

め
て
い
く
か
学
習
会
を
開
い
た
。

　

学
習
会
で
は
、
自
治
労
組
織

の
現
状
や
課
題
、
組
合
役
員
の

固
定
化
や
執
行
委
員
会
に
結
集

で
き
て
い
な
い
単
組
の
現
状
を

共
有
し
た
上
で
、
組
合
員
に
日

頃
の
活
動
を
見
せ
る
取
り
組
み

と
し
て
単
組
機
関
紙
作
成
の
工

夫
や
、
集
会
や
レ
ク
の
開
催
方

法
を
検
討
す
る
こ
と
な
ど
「
一

人
で
も
多
く
の
組
合
員
が
単
組

活
動
に
参
加
す
る
体
制
」
に
む

け
て
議
論
が
行
わ
れ
た
。一
方
、

組
合
員
同
士
の
日
頃
か
ら
の
つ

な
が
り
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る

現
状
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

組
合
員
ア
ン
ケ
ー
ト
や
、
職

場
実
態
に
基
づ
い
た
独
自
要
求

は
こ
れ
ま
で
も
行
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
春
闘
を
は
じ
め
闘
争
期

に
職
場
・
組
合
員
が
抱
え
る

「
超
過
勤
務
」
の
課
題
に
取
り

組
む
な
ど
、
組
織
強
化
を
は
か

る
こ
と
を
検
討
し
た
。

現
場
の
思
い
を

�

要
求
書
に

　

松
前
な
で
ん
荘
職
員
組
合

は
、
２
月
13
日
、
春
闘
要
求
を

確
認
す
る
た
め
、
全
体
集
会
を

開
き
41
人
が
参
加
し
た
。

　

当
該
組
合
は
、
基
本
給
の
定

期
昇
給
が
実
施
さ
れ
な
い
こ
と

に
執
行
部
が
疑
問
を
感
じ
た
こ

と
が
き
っ
か
け
に
、
３
年
前
か

ら
春
闘
期
に
要
求
書
提
出
、
団

体
交
渉
の
実
施
、
労
働
協
約
締

結
の
取
り
組
み
を
始
め
た
。

　

昨
年
12
月
に
は
、
全
組
合
員

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
賃
金

要
求
額
と
現
場
の
課
題
や
組
合

の
取
り
組
み
に
対
す
る
希
望
を

集
約
。
執
行
委
員
会
で
協
議
し
、

６
項
目
の
春
闘
要
求
書
（
案
）

を
作
成
。
全
体
集
会
で
組
合
員

か
ら
意
見
を
聴
取
し
、
内
容
を

豊
富
化
し
て
春
闘
要
求
書
を
決

定
し
た
う
え
で
、
要
求
書
提
出

日
、
回
答
指
定
日
、
団
体
交
渉

期
間
な
ど
闘
争
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
確
認
し
た
。
最
後
に
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
で
春
闘
を
取
り
組
む

決
意
を
固
め
あ
っ
た
。

青
年
の
思
い

「
団
結
ポ
ケ
マ
ッ
ト
」に

　

春
闘
は
、
賃
金
闘
争
の
出
発

点
で
あ
り
、
春
闘
で
の
取
り
組

み
の
成
果
や
課
題
を
確
定
闘
争

へ
つ
な
げ
る
、
重
要
な
た
た
か

い
で
あ
る
。「
ゆ
ず
れ
な
い
要

求
」
を
勝
ち
取
る
た
め
に
は
、

「
１
人
の
１
０
０
歩
よ
り
１
０

０
人
の
１
歩
」
と
い
わ
れ
る
よ

う
に
「
役
員
任
せ
」「
基
本
組
織

任
せ
」
に
す
る
こ
と
な
く
、
組

織
全
体
で
た
た
か
っ
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
名
寄
市
職
労
青
年
部

で
は
、
自
分
た
ち
の
要
求
を
組

合
員
全
体
で
意
識
し
、
組
織
全

体
で
た
た
か
っ
て
い
く
た
め
に

『
団
結
ポ
ケ
マ
ッ
ト
運
動
』
を

取
り
組
ん
で
い
る
。
青
年
部
員

一
人
ひ
と
り
が
真
心
と
強
い
思

い
を
込
め
て
作
成
し
た
「
団
結

ポ
ケ
マ
ッ
ト
」
に
は
青
年
の
思

い
を
記
載
し
各
職
場
に
配
付
し

て
い
る
。

自
ら
立
ち
上
が
る

�

重
要
性
再
認
識

　

昨
年
10
月
20
日
に
組
合
を
結

成
し
た
釧
路
市
生
活
福
祉
事
務

所
嘱
託
職
員
ユ
ニ
オ
ン
が
、
２

月
20
日
、
雇
用
期
限
延
長
な
ど

７
項
目
の
独
自
要
求
に
つ
い

て
、
初
め
て
の
労
使
交
渉
を
行

っ
た
。

　

交
渉
に
は
、
多
く
の
組
合
員

が
参
加
し
、
粘
り
強
く
自
分
た

ち
の
声
を
当
局
に
ぶ
つ
け
た
。

結
果
と
し
て
雇
用
期
限
延
長
を

勝
ち
取
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た

が
、
厳
し
い
環
境
下
で
業
務
を

行
っ
て
い
る
実
態
を
認
識
さ

せ
、
職
場
改
善
へ
の
具
体
的
な

回
答
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き

た
。
ま
た
、
処
遇
改
善
に
向
け

　

現
業
に
関
す
る
制
度
・
政
策

要
求
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
札

幌
市
労
で
は
自
治
研
活
動
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

清
掃
職
場
で
は
、
地
域
の
子

ど
も
た
ち
に
「
環
境
教
育
」
の

一
環
と
し
て
、
模
擬
廃
棄
物
の

収
集
作
業
の
体
験
。
ま
た
、
小

学
校
を
貸
し
切
っ
て
災
害
避
難

の
実
践
体
験
を
実
施
し
て
い
る
。

　

札
幌
交
通
労
・
函
館
交
通
労

の
公
共
交
通
職
場
で
は
、
停
電

所
の
清
掃
や
「
お
客
様
へ
の
」

安
心
安
全
信
頼
の
一
声
運
動
を

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
し

て
、
住
民
と
の
接
点
を
よ
り
近

づ
け
、
職
場
の
必
要
性
と
存
続

を
訴
え
、
当
局
に
対
し
て
も
交

渉
を
通
じ
自
治
体
責
任
を
明
確

に
さ
せ
、
人
員
確
保
に
繋
げ
る

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　

現
業
公
企
公
共
交
通
直
営
職

場
が
な
い
単
組
に
お
い
て
も

「
自
治
体
の
行
政
責
任
」
を
ど

う
担
保
す
る
の
か
、
委
託
業
務

に
つ
い
て
違
法
性
は
な
い
の
か

な
ど
様
々
な
観
点
で
議
論
す
る

こ
と
が
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
繋
が
る
。
全
単
組
で
現
業

公
企
交
通
職
場
に
関
わ
る
制
度

政
策
要
求
書
を
提
出
し
、
よ
り

よ
い
地
域
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
守

り
、
充
実
さ
せ
よ
う
。

て
前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
こ

と
を
当
局
に
約
束
さ
せ
た
。

　

初
め
て
の
交
渉
は
不
満
の
残

る
結
果
と
は
な
っ
た
が
、
一
定

の
成
果
を
得
た
。
自
ら
が
立
ち

上
が
り
声
を
上
げ
て
い
く
こ
と

の
重
要
性
を
あ
ら
た
め
て
感
じ

る
も
の
と
な
っ
た
。
今
後
も
引

き
続
き
全
組
合
員
が
一
致
団
結

し
、
職
場
環
境
・
処
遇
改
善
へ

の
取
り
組
み
を
進
め
る
。

か
か
わ
ら
ず
、
対
人
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
の
高
い
ス
キ
ル
を
要
求

さ
れ
、
重
い
責
任
を
負
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
職
場
実
態
に
あ

る
。
さ
ら
に
受
け
入
れ
対
象
が

高
学
年
ま
で
拡
大
さ
れ
た
た

め
、
児
童
数
は
増
加
の
一
途
を

た
ど
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
抜
本

的
な
改
善
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

臨
時
非
常
勤
の
仲
間
の
処
遇

改
善
で
、
よ
り
よ
い
医
療
・
福

祉
の
充
実
を
は
か
り
、
働
く
者

と
職
場
を
守
る
。

で
は
専
門
的
知
識
や
経
験
を
有

す
る
職
員
が
求
め
ら
れ
て
い
る

が
、
そ
の
職
場
の
ほ
と
ん
ど
が

臨
時
・
非
常
勤
の
仲
間
で
支
え

ら
れ
て
い
る
。

　

自
治
労
の
調
査
で
も
、
非
正

規
職
員
の
占
め
る
割
合
が
学
童

保
育
で
は
80
％
。
年
収
で
見
る

と
２
０
０
万
未
満
が
全
体
の
約

70
％
と
生
活
す
る
た
め
の
十
分

な
賃
金
を
得
ら
れ
て
い
な
い
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

不
安
定
で
低
賃
金
な
待
遇
に
も

　

富
良
野
市
労
連
で
は
、
例
年

同
様
、「
臨
時
・
嘱
託
職
員
の
賃

金
・
労
働
条
件
の
改
善
に
関
す

る
要
求
書
」
を
２
月
24
日
に
当

局
へ
提
出
し
春
闘
を
た
た
か
う
。

　

こ
の
間
の
職
場
オ
ル
グ
を
通

じ
て
、
児
童
館
を
支
え
る
児
童

厚
生
員
の
募
集
を
し
て
も
応
募

が
な
い
状
況
だ
と
い
う
こ
と
が

明
ら
か
と
な
っ
た
。
児
童
館
等

交渉に向け事前協議を行なう

模擬廃棄物の収集作業体験

名寄市職労青年部が団結ポケマットを作成

松前なでん荘職員組合が全体集会開く

新ひだか町職で「組織強化」について議論

共和町職で大出委員長を講師に学習会

釧路市嘱託職員ユニオンが初めての交渉

災害避難　子ども学習会・実践体験

富
良
野
市
労
連

よ
り
よ
い
医
療
・
福
祉
の
充
実
は
か
る

現
業
公
企
交
通「
制
度・政
策
要
求
」

自
治
体
の
行
政
責
任
を
問
う



ち
ょ
っ
と

ち
ょ
っ
と

働
く
も
の
の

　
　ラ
イ
フ
＆
マ
ネ
ーひ
と
い
き
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２
月
11
日
、
札
幌
市
で
「
第

40
回
紀
元
節
復
活
反
対
２
・
11

道
民
集
会
」
を
開
き
、
約
２
０

０
人
が
参
加
し
た
。

　

集
会
は
、「
今
、
日
本
国
憲
法

の
危
機
～
基
本
的
人
権
・
平
和

主
義
が
あ
ぶ
な
い
」
と
題
し
、室

蘭
工
業
大
学
大
学
院
の
清
末
愛

砂
准
教
授
か
ら
講
演
を
う
け
た
。

　

清
末
准
教
授
は
憲
法
学
の
平

和
主
義
に
つ
い
て
説
明
を
し
、

明
文
改
憲
・
加
憲
の
危
険
性
を

訴
え
た
上
で
、「
安
全
を
求
め
る

と
い
う
こ
と
は
不
信
感
を
持
っ

引
き
起
こ
す
。
再
び
日
本
が
軍

事
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
に
徹

底
的
に
抵
抗
す
る
」
と
述
べ

た
。

　

ま
た
、
緊
急
事
態
条
項
の
加

憲
と
憲
法
24
条
の
改
憲
に
触

れ
、「
こ
の
二
つ
は
一
連
の
も

の
。
異
議
・
不
満
が
出
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
に
家
族
で
の
助

け
合
い
の
下
で
監
視
し
、
国

家
・
社
会
全
体
を
統
制
し
、
民

衆
が
異
議
を
唱
え
な
い
国
家
を

作
ろ
う
と
し
て
い
る
。
私
は
法

律
学
者
の
一
人
と
し
て
、
人
権

を
ベ
ー
ス
と
す
る
平
和
の
構
築

の
た
め
の
理
論
形
成
に
貢
献
し

て
い
く
」
と
訴
え
た
。

改憲・加憲の危険性を訴える清末准教授

あいはらくみこ後援会
総会・国政報告会

　

２
月
18
～
19
日
、
香
川
県
で

「
第
50
回
全
国
青
年
団
結
集

会
」
が
開
か
れ
、
全
体
で
約
５

０
０
人
、
う
ち
北
海
道
か
ら
29

人
（
自
治
労
か
ら
18
単
組
総
支

部
24
人
）
が
参
加
し
た
。

　

集
会
で
は
、
私
鉄
や
自
治
体

職
場
の
厳
し
い
実
態
報
告
や
、

構
成
詩
で
は
、
自
治
体
職
場
の

宿
日
直
の
廃
止
に
む
け
た
た
た

か
い
が
演
じ
ら
れ
、
分
散
会
討

論
に
つ
な
げ
た
。

須
す

藤
ど う

　臣
と み

さ
　ん

北海道銀行、大手不動産会社勤務の後、1996年からフ
ァイナンシャルプランナーとして事務所開設。講演、執
筆、個人相談(3,000件以上の実績)など多方面で活動中

ファイナンシャルプランナー

　

そ
ろ
そ
ろ
、
就
職
し
た
て
の
新

社
会
人
が
生
命
保
険
の
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
な
る
季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
。

　

23
歳
Ａ
さ
ん
の
ケ
ー
ス
を
紹
介

し
ま
し
ょ
う
。
社
会
人
に
な
っ
て

間
も
な
い
昼
休
み
の
こ
と
。
生
命

保
険
会
社
の
セ
ー
ル
ス
レ
デ
ィ
か

ら
「
入
社
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
れ
な
く
プ

レ
ゼ
ン
ト
差
し
上
げ
ま
す
！
」
と

言
わ
れ
た
の
で
、
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
趣
味
な
ど
を
記
入
し

ま
し
た
。

　

す
る
と
２
日
後
に
は
、
立
派
に

フ
ァ
イ
ル
さ
れ
た
保
険
の
設
計
書

を
持
っ
て
き
て
、「
こ
れ
は
、
20
代

の
男
性
向
け
に
開
発
さ
れ
た
保

険
」「
が
ん
や
生
活
習
慣
病
な
ど
医

療
保
障
が
充
実
し
て
い
る
」
な
ど

と
、
説
明
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、「
保
険
に
入
る
の
は

社
会
人
と
し
て
の
第
一
歩
。
申
込

み
は
今
週
い
っ
ぱ
い
だ
か
ら
、
絶

対
に
忘
れ
ず
に
記
入
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
！
」
と
言
っ
て
帰
っ
て

い
き
ま
し
た
。

　

今
週
中
と
い
わ
れ
て
も
、
困
っ

た
Ａ
さ
ん
は
母
親
に
相
談
し
た
の

で
す
が
チ
ン
プ
ン
カ
ン
プ
ン
。
ど

う
し
て
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
た

め
相
談
に
来
た
の
で
す
。

　

設
計
書
に
は
、
死
亡
保
障
２
０

０
０
万
円
、
入
院
日
額
1
万
円
、

生
活
習
慣
病
の
入
院
１
回
10
万

円
、
が
ん
診
断
給
付
金
１
０
０
万

円
、
傷
病
で
働
け
な
い
と
き
は
月

10
万
円
、
先
進
医
療
特
約
２
０
０

０
万
円
な
ど
、
こ
れ
で
も
か
と
い

う
く
ら
い
手
厚
い
保
障
が
付
け
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
毎
月
の
保
険
料

は
１
万
１
，
８
１
７
円
。
も
し
こ

の
保
険
を
契
約
し
て
い
た
ら
、
10

年
間
で
１
４
０
万
円
以
上
の
お
金

を
捨
て
る
〝
ト
ン
デ
モ
保
険
〟
だ

っ
た
の
で
す
。

　

独
身
の
Ａ
さ
ん
に
こ
の
よ
う
な

保
険
は
明
ら
か
に
不
要
。
す
ぐ
に

断
る
よ
う
に
話
し
た
と
こ
ろ
、
困

っ
た
顔
で
「
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
ら

っ
た
ボ
ー
ル
ペ
ン
や
手
帳
は
す
で

に
使
っ
て
い
る
ん
だ
け
ど
、
ど
う

し
た
ら
…
」。
当
然
な
が
ら
、
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
物
は
返
す
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
勇
気
を
持
っ
て

「
申
込
み
し
ま
せ
ん
！
」
と
言
え

ば
い
い
だ
け
の
こ
と
で
す
。

　

保
険
の
設
計
書
作
成
に
必
要
な

の
が
生
年
月
日
と
氏
名
。
そ
の
情

報
欲
し
さ
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
餌
に

ア
ン
ケ
ー
ト
記
入
さ
せ
る
の
で

す
。
そ
ん
な
営
業
に
ま
ん
ま
と
乗

ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ

う
。

“狙われる”新社会人

ま
ち

陸別町

氷のかまくら「バルーンマンション」

とファイヤーストーム「命の火」

なまらしばれる！－20℃体験

　真冬の平均気温・平均最低気温が全国の

アメダス（富士山を除く）で最も低く、町

内の関地区で－40度を下回り計測不能とな

ったこともある名実ともに「日本一寒い

町」であり続ける陸別町。

　その寒さをめいっぱい楽しもう！と毎年

２月に「しばれフェスティバル」が開かれ

て今年で36回目となりました。真冬の花火

大会や乗馬体験など家族で楽しめるアクテ

ィビティもありますが、中でも、メインイ

ベント「人間耐寒テスト」には全国から

300人がチャレンジ！

　ルールは、21時の開会式から翌朝７時ま

での10時間、会場内で過ごすだけという非

常にシンプルなものです。しかし、宿泊場

所は－20度の氷のかまくら『バルーンマン

ション』。火気・暖房器具は使用禁止。挑

戦者に唯一許される暖は『命の火』という

巨大なファイヤーストームのみ。逃げ出さ

ず、無事に朝を迎えられた者だけが認定証

を手にできます。今年はみごと！ 252人が

無事に朝を迎えることができました。

　氷のかまくら制作には、町民ボランティ

アや町職員が毎晩交代で出動し、約１カ月

かけて100基を目標に作るのですが…作る

側も実は大変なんです。ですが、楽しみに

していただく全国からの挑戦者を迎えるた

め、一致団結して制作しています。来年も

多くのチャレンジお待ちしています。

� （陸別町職　水間　倫）

　

基
調
講
演
で
は
、
松
上
月
刊

労
働
組
合
編
集
長
か
ら
、
17
春

闘
の
最
大
の
課
題
は
「
デ
フ
レ

脱
却
。
労
働
組
合
が
賃
金
底
上

げ
・
賃
上
げ
を
勝
ち
取
る
こ
と

が
重
要
だ
」
と
話
さ
れ
た
。

　

集
会
を
通
し
て
、
労
働
者
が

『
も
う
限
界
だ
』
と
声
に
出

し
、
本
気
で
改
善
を
要
求
す
る

こ
と
、
仲
間
と
話
し
職
場
・
単

組
・
地
域
で
行
動
す
る
決
意
を

全
体
で
確
認
し
た
。

第
40
回
紀
元
節
復
活
反
対
２
・
11
道
民
集
会

第50回全国青年団結集会

人
権
を
ベ
ー
ス
に
平
和
の
構
築
を

労働歌「インターナショナル」を合唱した

　２月10日、あいはらくみこ北海

道連合後援会は、札幌市で2017年

度総会・国政報告会を開いた。

　あいはらさんは「今国会では、

労基法改正、労働法制の改悪、国

民への治安体制の強化を目論む共

謀罪の新設など、憲法改悪に向け

た動きがますます強まっている」

と述べ、一強多弱の政治状況を変

えることの必要性を訴えた。

て
い
る
と
い

う
こ
と
。
そ

の
不
信
感
が

再
び
戦
争
を

③


